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Technology Foresights
と日本ユニシスの取り組み

新たなICT利活用に向けて

日本ユニシス株式会社
代取常務執行役員

向井 丞

Ⓡ
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Technology ForesightsⓇ

Technology Foresightsは、日本ユニシス株式会社の登録商標です。

3～5年先のお客さまにおけるICT活用の未来像

Technology ForesightsⓇ

お客さまに提供していくべき技術(ICT)の方向性を考える
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事業部門主体
のIT利用の
拡大

ビジネスの
俊敏性を
高めるITの
普及

ICTの進化
による
ビジネスの
アジャイル化

ICTの進化
による
ビジネスの
アジャイル化

ICTの進化
による
ビジネスの
アジャイル化

クラウド
ファースト

ITガバナンス
の変化とIT
マネジメント

所有と利用の
最適選択
と統合

所有と利用の
最適選択
と統合

所有と利用の
最適選択
と統合

社内クラウドの
普及

情報システム
における所有
と利用の共存

高度なデータ
利活用の浸透

アクションに
役立つ情報
の適時・的確
な提供

情報と状況を
活用したコン
ピューティング
の台頭

データの
爆発的増加と
データ活用

データの
爆発的増加と、
リアルタイムで
のデータ活用

モバイル
ファースト

コンシューマ
向け技術・
サービスの
活用

個人向け
技術・
サービスの
活用

多様な
デバイスと
アクセシビリ
ティ向上

多様な
クライアントと
ネットワークに
よるアクセシ
ビリティ向上

ICT利活用に
よる社会
基盤の変化

事業継続/
災害対策と
省エネルギー

事業継続/
災害対策と
省エネルギー

環境と
エネルギー

情報通信技術
（ICT）による
エコと
ICT自体のエコ

Technology Foresights 変遷

ITの浸透と
利活用/ＩＴ
ガバナンス
の変化

クラウド
ファースト
の定着

フロントシステムにおける
スピードファーストの広がり

共創的なデ
ータ利活の
浸透

スマートエブリシングによる
仕事/産業/社会/生活の変化

2009

2010

2013

2012

2011

2014

Cloud MobileBIG
DATA
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Technology Foresights2015

 クラウド中心のIT活用

 ITのビジネスへの広がりと期待の多様化

 セキュリティリスクの拡大とITガバナンスの高度化

 学習する機械と人との協働による新たな価値創造

 スマート・テクノロジによる実世界の自動化
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クラウド中心のIT活用
多くの企業は、クラウド中心のIT活用を行うための枠組みを構築
情報システム部門は、クラウド利用の方針を定め、
自社にあったクラウドを選定して、社内標準クラウドを制定

クラウド中心のIT活用



―6―

クラウド中心のIT活用

 パトリオット法のリスクを回避して、データ保護を重視する企業
 国内クラウドプロバイダが第一の候補

サービス
提供

情報システム部門

事業部門

グローバル対応  グローバル対応を重視する企業
 海外クラウドプロバイダ
／海外拠点を持つ国内クラウドプロバイダが候補

IaaSIaaS SaaSSaaS
PaaSPaaS
IaaSIaaS共有共有オンプレミスオンプレミス

プライベート
クラウド

（サーバ統合環境）

サーバ
（単独環境）
（仮想化を含む）

パブリック
クラウド

プライベート
クラウド

クラウドブロバイダ
としての役割

社内標準クラウド／
サービスカタログ

クラウドブロバイダ
との仲介役

クラウド利用方針
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ITのビジネスへの広がりと期待の多様化
ITはビジネスのあらゆるシーンに浸透、
利用されるシステムへの期待は、適用される業務領域に応じたものに多様化

ITのビジネスへの広がりと期待の多様化
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ITのビジネスへの広がりと期待の多様化
SoR：業務システム
（Systems of Record）

SoE：顧客接点システム
（Systems of Engagement）

期待が多様化するシステムを実現する技術
クラウドネイティブ開発 アジャイル開発SaaS/PaaS DevOps

最優先事項

リリース頻度

ＱＣＤの優先項目

要求仕様の明確化

ビジネスの距離

安定稼働

品質

遠

小

高

近

納期

事業成功

低

多

開発手法 ウォーターフォール型反復型

開発環境 開発手法
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学習する機械と人との協働による新たな価値創造
機械学習技術は人と協働する形で利用され始め、
人は人にしか出来ない作業に専念できるような環境が整い始める

学習する機械と人との協働による新たな価値創造



―10―

学習する機械と人との協働による新たな価値創造
機械学習技術(ML)

・特定的な傾向をモデル化し利用

多量データから学習し最適なものを抽出
・パターン認識
・判断支援
・仮説提示

ディープラーニング技術
・apple Siri (音声認識技術）
・Facebook (顔認識技術）
・microsoft bing（画像検索、動画検索技術）

画像、音声、自然言語への対応
・筋肉などの情報より人間に近い動作
・ヘルスケア（セカンドオピニオン）
・リアルタイム翻訳技術（自然言語）
・拡張現実技術

入力層 隠れ層 出力層

情報伝達 学習

機械学習

推定・予測推定・予測

検知・抽出検知・抽出
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コンピューター化によって仕事は失われるのか？
THE FUTURE OF EMPLOYMENT: 

HOW SUSCEPTIBLE ARE JOBS TO COMPUTERISATION？

Carl Benedikt Frey† and Michael A. Osborne‡ September 17, 2013
今後10～20年程度で、人間が行う仕事の約半分が機械に奪われる

コンピューター化の可能性が
低い仕事

コンピューター、ロボットによって行
われる可能性が高い仕事

最前線のメカニック・修理工
レクリエーションセラピスト

緊急事態の管理監督者

消防監督者
口腔外科

メンタルヘルスと薬物利用者のサポート
聴覚医療従事者
作業療法士
義足装具士
ヘルスケアソーシャル

写真処理労働者及び加工機オペレーター
新規顧客アカウント作成スタッフ

税務申告者

電話営業
タイトル審査・調査

貨物の荷積みスタッフ及び代理店
時計の修理工
保険引き受け業務
数理技術者
裁縫師

投影のみ
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スマート・テクノロジによる実世界の自動化
人工知能、ロボット、高度なデータ処理技術などのスマート・テクノロジの成熟・普及が進み、
日常生活や仕事の様々な場面で自動化が広がっている

スマート・テクノロジによる実世界の自動化
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スマート・テクノロジによる実世界の自動化

Big Data

Machine
Control

Sensor

opendata

Wireless
Network

mobile

wearable

internet

ﾍﾙｽｹｱ

教育

金融

ﾌｧｯｼｮﾝ

小売

飲食

医療

災害

政府
農林水産業

自動車

住宅

企業

環境・資源

観光

家電
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すべての企業がテクノロジー企業へ

出典：BBT総合研究所資料

農業
住宅
ﾌｧｯｼｮﾝ
自動車
ﾍﾙｽｹｱ
教育
小売
飲食
金融
政府
家電

野菜工場、ITによる農作物栽培管理

ショールーミング化、POSのタブレット化

HEMS、MEMS、ホームオートメーション

ウェアラブルデバイス(眼鏡、時計、等)、3Dﾌｨｯﾃｨﾝｸﾞ

カーナビ、スマートデバイス、自動運転

遠隔診療、電子ｶﾙﾃ、医療、介護ﾛﾎﾞｯﾄ、見守りｻｰﾋﾞｽ

遠隔教育、教育アプリ、ゲームフィケーション

オムニチャネル、Ｏ２Ｏ

Ｏ２Ｏ、ネットデリバリーサービス、モニタリング、エビデンス

電子政府、電子行政サービス

ネットサービス、決済の電子化

投影のみ
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セキュリティリスクの拡大とITガバナンスの高度化
新しい技術の浸透や巧妙化するセキュリティ攻撃に対して、
ITガバナンスの重心はセキュリティガバナンスへ移動

セキュリティリスクの拡大とITガバナンスの高度化
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セキュリティリスクの拡大とITガバナンスの高度化

すべてが繋がることによるセキュリティの拡大

情報セキュリティ整備の遅れ

セキュリティ事故の検出機能不
足

ポリシーの形骸化

セキュリティ専門人材の不足

ＩＴガバナンス進化

多様なリスク管理

自律型ＩＴマネジメント

ＩＴガバナンスの拡大

情報システム部門の役割の高度化

要求されるスキルの変化

ＩＴマネジメントの範囲拡大と
高度化

事業部門による新技術の利用

コンシューマＩＴ

クラウド

IoT

変化へ
の対応
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中期経営計画 成長戦略

様々なお客様、利用者、サービス、ベンダーをつなげて
新しい価値（エコシステム）を創造する。

デジタルエコノミー・イノベーション
社会的ニーズや課題から、持続可能な新しいビジネスモデルを構築する。

変革
ビジネスＩＣＴプラットフォーム

提供スピードを加速するため、サービスの工業化（※）を進め、
社内外のサービスを最速・最適に組合せて提供するサービス体系に刷新する。

チャレンジ①
デジタルイノベーション

チャレンジ②
ライフイノベーション

成長市場に対し、チャレンジと変革で持続的成長企業に

APプラットフォーム セキュリティシステム構築
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システム構築（SoRからSoEへ）

現在

将来

SoR：業務システム
（Systems of Record）

生産性／品質の向上

SaaS

対外接続系

情報系

勘定系

基幹系

ビジネス
ロジック

ビジネス
データ

SoE：顧客接点システム
（Systems of Engagement）

開発スピードの向上

クライアントデバイス
リ
ク
エ
ス
ト
制
御
・
リ
バ
ー
ス
プ
ロ
キ
シ

プレゼンテーション
データ

HTML、画像HTML、画像

ナビゲーションナビゲーション

インタラクション

プレゼンテーション
ロジック
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システム構築

代表的なＡＰ代表的なＡＰ

信用金庫向け
勘定系システム
ＳＢＩ21
信用金庫向け
勘定系システム
ＳＢＩ21

大手旅行会社向け
旅客システム
大手旅行会社向け
旅客システム

CoreCenter
for Retail
for Lease
for DM

CoreCenter
for Retail
for Lease
for DM

地方銀行向け
勘定系システム
ＢａｎｋＶｉｓｉｏｎ
無店舗向け
勘定系システム
BANKSTAR
資金証券
管理システム
Ｓｉａｔｏｌ-NE
国際
勘定系システム
BankForce-NE
Open E‘ARK

地方銀行向け
勘定系システム
ＢａｎｋＶｉｓｉｏｎ
無店舗向け
勘定系システム
BANKSTAR
資金証券
管理システム
Ｓｉａｔｏｌ-NE
国際
勘定系システム
BankForce-NE
Open E‘ARK

ミドルウェアミドルウェア XISXIS
Maia
AirCore
Maia
AirCore

CoreCenterBaseCoreCenterBase

MarisMaris
MIDMOSTMIDMOST

開発環境開発環境 SBI21/DESBI21/DE MD-SuiteMD-SuiteMIDMOST/DEMIDMOST/DE
開発言語開発言語 COBOLCOBOL JavaJava .NET.NETCOBOLCOBOL

実行環境実行環境 メインフレームメインフレーム Linux/UNIXLinux/UNIX WindowsWindowsWindowsWindows

『SoR』領域で培ったシステム構築技術・業務ノウハウをベースに『SoR』領域で培ったシステム構築技術・業務ノウハウをベースに
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事例１：SoRからSoEへ（BANK_FIT-NE）
店外セールス強化

〔タブレットの活用〕店
外
活
動

ヘルプボタン押下

顧客対応余力の創出
店頭セールス強化

【従来型】
USB

LAN

窓
口
業
務

BOC

信金向け勘定系システム
ＳＢＩ21

地銀向け勘定系システム
ＢａｎｋＶｉｓｉｏｎ

事
務
処
理

事務処理の改善

Windows

メインフレーム

セールスモード機能
（レコメンド・交渉履歴情報共有）

リアル集中機能
（一般業務のほぼ全業務に対応）

投影のみ
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事例２：SoRからSoEへ（CoreCenter Tablet）
SoE：顧客接点システム

CoreCenter Tablet
タブレット利用による業務改善

SoR：業務システム

CoreCenter情報系
MartSolution

Ｂ２Ｂ商取引系
システム

ＣＣplusXML-EDI

生鮮市場連携

ＣＣplus
生鮮Web-EDI

ＣＣplusMD計画

ＣＣplusCPFR

数値計画
～進捗管理

販売数予測
～最適発注数算出

plus 流通次世代パッケージ

複数法人・複数業態

メニュー・ユーザ

ワークフロー

文書管理

ポータル ｲﾝﾀﾌｪｰｽ管理

バッチ実行基盤

サービス連携基盤

for
Retail

BASEBASE

for 
Lease

for 
DM

帳票管理

CoreCenterシリーズ
現業務の効率化
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決済プラットフォーム(VISA,MASTER,JCB予定）決済プラットフォーム(VISA,MASTER,JCB予定）

事例３：異業種を接続するための決済プラットフォーム

<共通機能>

<運用> PCIDSS運用PCIDSS運用 システム運用システム運用 センター運用センター運用

<イシュア機能>提携

入会・審査入会・審査カード発行カード発行 ISS/提携先管理ISS/提携先管理

<GW> 基幹システムGW基幹システムGW POSGWPOSGW オーソリ・売上GWオーソリ・売上GW

チャージ
・POS
・クレジット

チャージ
・POS
・クレジット

3Dセキュア3Dセキュア
ポイント

プログラム連携
ポイント

プログラム連携

<デビット機能>金融

口座連動口座連動

夜間代行夜間代行CIF連携CIF連携

<金融・提携先固有機能>

<フレームワーク> Maia-FWMaia-FW AirCore-FWAirCore-FW

<インフラ> PCIDSS基盤PCIDSS基盤 AirCore基盤AirCore基盤

PCIDSS基盤：クレジット協会のセキュリティ基準国際カードブランド5社が共同で2006年に設立

『決済プラットフォーム』

会員属性・ポイント・ｽﾏﾌｫAPIF等会員属性・ポイント・ｽﾏﾌｫAPIF等

DNPホスティングによるASPサービス型

金融機関
システム連携
（勘定系）

金融機関
システム連携
（勘定系）

一
階
層

ニ
階
層

三
階
層

投影のみ
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共有共有オンプレミスオンプレミス

ＡＰプラットフォーム（蓄積してきた知財を整備、再利用）ＡＰプラットフォーム（蓄積してきた知財を整備、再利用）

ＡＰプラットフォーム

連携基盤
プライベート
クラウド

（サーバ統合環境）

サーバ
（単独環境）
（仮想化を含む）

パブリック
クラウド・・・

プライベート
クラウド

モバイル開発基盤

MEAP/mBaaS

モバイル開発基盤

MEAP/mBaaS

ビッグデータ基盤
MapR
Hadoop
Vertica

ビッグデータ基盤
MapR
Hadoop
Vertica

SaaSSaaS

PaaSPaaS

IaaSIaaS

オープンガバメント
プラットホーム
（OGP)

オープンガバメント
プラットホーム
（OGP)

SaaSSaaS対外接続系対外接続系情報系情報系勘定系勘定系基幹系基幹系

プロダクト基盤プロダクト基盤

開発標準・管理
MD-suite
PM-suite

開発標準・管理
MD-suite
PM-suite

クラウドフェデレーション

ClothoFeats

マルチクラウドマネジメント
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APプラットフォーム
フロント基盤

モバイル開発基盤

PC

スマートフォン

携帯

タブレット

モバイルアプリシステムイメージ

iOS
Android

W
eb

ブ
ラ
ウ
ザ

ネ
イ
テ
ィ
ブ
ア
プ
リ

スマートフォン

iOS
Android

アプリケーションサーバ

J
S
O
N

H
T
M
L

業務
システム

外部
サービス

ClothoFeats

フロントロジック

APフレームワーク

業務
AP

(WebAPI)

業務
AP

MEAP/ｍBaaS

Randy

ClothoFeats
Webフロント基盤ソリューション
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ビジネスの連鎖によるスマートな社会基盤の実現

交通・物流交通・物流 住民
行政サービス
住民

行政サービス
医 療医 療

＊BEMS ： Building and Energy Management System ビル・エネルギー管理システム

衣料・食料
生活

衣料・食料
生活

オフィス
住宅

オフィス
住宅

環境
エネルギー
環境

エネルギー

観 光観 光

クラウド型タクシー配車システム
『smartaxi』

地域医療連携ネットワーク
『さどひまわりネット』

防災情報サービス
『SavEaid』

充電インフラサービス
『smart oasis』

電子図書館システム
『LIBEaid』

BEMS＊アグリゲーション事業

伝統工芸品海外販路拡大支援
『ALEXCIOUS』

デジタルコンテンツ配信
『LoMeS』

プリペイド型
ギフトカードモール

独居老人見守りサービス『絆-One』
クラウド型『踏切監視サービス』

クラウド型ドライブレコーダー
『無事故プログラムDR』

災害時緊急対応システム
『サイカメラZERO™』
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事例：防災情報ソリューション
情報収集・整理に加え、的確な判断を各拠点へ指示

道路冠水

・監視カメラ/
・加速度センサー
・地磁気センサー
・GPSセンサー

各拠点への情報配信

【DNP】
SmartSignage

多言語表示

クラウド型

情報の収集

的確な判断

【PioneerVC】
ディスカッションテーブル
「xSyncPrim」

情報提供

河川増水
・氾濫

クラウド型

災害時緊急対応システム
『サイカメラZERO™』

防災情報サービス
『SavEaid』

情報の整理
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クラウド
OS
セキュリティ
認証
稼動監視・運用管理
コンテナ仮想化

マシンデータ
･設備データ
･機器データ
･画像･音声

ヒューマン
データ

･顧客データ
･行動ログ
･バイタル

SNSデータ

オープンデータ
･気象データ
･交通データ
･統計データ

業務系データ
･販売データ
･在庫データ
･文書データ

データソース デバイス層 ＮＷ層 収集層 蓄積・加工・統合層 分析・活用層 デバイス
層

センサー
カメラ/マイク
スマート
デバイス
ウェアラブル
デバイス

インター
ネット

無線ネット
ワーク
･Zigbee
･WiFi

･BlueTooth

キャリア網

ESB

ETL

非構造化
データ処理

構造化
データ処理ETL

データ仮想統合

JDBC
／O

DBC
APi

BI

BA

Search

ＡＰ

端
末
・
制
御
機
器
・
デ
バ
イ
ス

･･･

MartSolution

DWHHadoop
ドキュメント
指向型

MiningPro

Solr

機械学習

CEP

デバイス監視・運用管理 ネットワーク監視・運用管理 サーバ監視・運用管理

デバイス認証 ネットワーク認証 サーバ認証
デバイスセキュリティ ネットワークセキュリティ データセキュリティ

OSS
U-Cloud Azure AWS SFDC MD-Cloud

サーバセキュリティ

Linux Windows

RDBMS

リアルタイム分析用

ビッグデータ/IoTプラットフォームイメージ図

Topic

投影のみ
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「EMSサービスへの衛星データ活用」

電力安定化システ
ムサービスの提供

EMSサービスセンサーデータ

発電事業者

地上センサ
からのデータ

地球観測衛星
（GPM/DPRなど)か

らのデータ
高精度な再生可能エネルギー
発電量予測モデルの開発

データ
蓄積

推定・予測
モデル機械学習

実証実験
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IT利活用を阻む昨今のセキュリティ問題

・いずれも高度ICT利活用の時代に向けて、解決を図るべき本質的な課題
・経営層自らのリーダーシップによるセキュリティ推進が解決の原動力

本質的なセキュリティ問題

１．サイバーセキュリティの脅威

５．セキュリティ専門人材の不足

３．クラウドファーストへの対応

４．セキュリティ対策運用の負荷

２．情報漏洩事故の恐怖

本質的なセキュリティ問題本質的なセキュリティ問題

１．サイバーセキュリティの脅威１．サイバーセキュリティの脅威

５．セキュリティ専門人材の不足５．セキュリティ専門人材の不足

３．クラウドファーストへの対応３．クラウドファーストへの対応

４．セキュリティ対策運用の負荷４．セキュリティ対策運用の負荷

２．情報漏洩事故の恐怖２．情報漏洩事故の恐怖

包括的なアプローチによる対策

技術

ポリシ

体制

運用

育成

CSIRT

クラウド対応

セキュリティ統合監視

人材育成プログラム

セキュリティ運用

包括的なアプローチによる対策包括的なアプローチによる対策

技術技術

ポリシポリシ

体制体制

運用運用

育成育成

CSIRTCSIRT

クラウド対応クラウド対応

セキュリティ統合監視セキュリティ統合監視

人材育成プログラム人材育成プログラム

セキュリティ運用セキュリティ運用
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CSIRTとプライベートSOC（セキュリティ統合監視）
～セキュリティインシデントに対応するための体制と統合監視システム～

プライベートSOC（セキュリティオペレーションセンター）プライベートSOC（セキュリティオペレーションセンター）

CSIRT（企業内セキュリティ管理組織）CSIRT（企業内セキュリティ管理組織）

セキュリティ上の脅威やその予兆、セキュリ
ティインシデントに結びつく動きを監視
セキュリティ上の脅威やその予兆、セキュリ
ティインシデントに結びつく動きを監視

セキュリティインシデントの対応方針や手順の策定どの活動する組織の運営支援セキュリティインシデントの対応方針や手順の策定どの活動する組織の運営支援

クラウドセキュリティクラウドセキュリティ
セキュリティ製品をセット化した統合セキュリティサービスセキュリティ製品をセット化した統合セキュリティサービス

SIEMプラットフォーム（相関分析ツール）SIEMプラットフォーム（相関分析ツール）
各デバイス、サーバのログを収集し
一元管理、モニタリング、予兆検知、分析

日本ユニシス セキュリティ への取り組み

米国Unisys セキュリティ ポートフォリオ

場所・境界・監視

セキュリティ

個人認証

セキュリティ

サイバー

セキュリティ

モバイル

セキュリティ
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静岡映画ドラマップ

 旅行がきっと楽しくなる

Produced by Group E

－ チーム毎の検討風景
人財改革の試みの1つ
テクニカルシンポジウムを1971年（昭和46年）
から実施
アイデアソン・ハッカソンの試みを2013年度から実施
2014年テーマ
「オープンデータを利用した、

観光客に役立つWebアプリケーション」
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関連展示ブース
展示コーナー案内図

展示№ ： 21

3～5年先のお客様におけるICT活用の未来像

Technology ForesightsⓇ 2015

ライフイノベーション デジタルイノベーション ビジネスICTプラットフォーム
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